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今の時代に絶対に身に付けたい

脳神経外科医のためのAI・生成AI活用術（仮）
沖田典子プランナー：

1．アンケート：脳神経外科医に聞いた！AIの活用実態

宮崎大学医学部臨床神経科学講座脳神経外科学分野

2．イントロダクション：AIの活用でこれからの脳神経外科医療はどう変わる？

3．まだ遅くない！今から学ぶ生成AIの基本的な使い方

4．脳神経外科ではこう使う！ AI活用事例集

① 【術中診断】機械学習を用いた神経膠腫の高精度術中診断

③ 【教育】生成AIを用いた手術評価法

④ 【自己研鑽】ChatGPTを用いた対話型英会話練習

⑤手術支援、医療機器

⑥【手術支援、教育、実装】AIを活用した脳神経外科手術診療支援の

実例と実装展望

AIの進化は目覚ましく、近年では生成AIの登場も相まって、これまで人間が手作業で行っていた業務にAIを組み込む動きが

加速しています。AIの活用を目指しているのは医療業界も例外ではなく、脳神経外科においてもAIを日々の診療業務や研究・

学術活動、教育に役立てようとする試みが行われています。正確性や安全性などでいまだ課題があるAIではありますが、AI

時代において、今後の医療への応用が期待されています。そこで本特集では、AIの特徴や基本的な使い方を解説し、脳神経

外科領域の診療や研究、教育における活用事例を紹介します。また、いま現在、脳神経外科医がどのような場面でどのような

AIを利用しているのかをアンケートで探り、読者が今後AIを活用する際のヒントを提供します。
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井川房夫 島根県立中央病院脳神経外科
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読者ターゲット 研修医から第一線の脳神経外科医まで

ＡＤポイント 脳神経外科領域のより有用な情報を「できるだけ早く」提供することを目的としつつ、脳神経外科専門医

の生涯教育のための実用的な手技・知識、斬新かつホットな論文を満載してお届けいたします。

⑦【画像診断】画像診断におけるAI 伊藤倫太郎 名古屋大学医学部放射線医学教室
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